
YouTube 【宅建動画の渋谷会】 佐伯竜                                    毎朝一問 《権利関係》 

【渋谷会】佐伯講師の担当講座  https://shibuyakai.com/ 

借地借家法 居住用建物の賃貸借の承継 宅建 H11-14-2 ≪#599≫ 

【問】 正誤をつけよ。 

賃貸人Ａと賃借人Ｂとの間の居住用建物の賃貸借契約において、Ｂが死亡した場合で、その

当時Ｂの相続人でない事実上の配偶者Ｃがこの建物で同居していたとき、Ｃは、当該建物の賃

借権に限っては、相続人に優先してＢの賃借人としての地位を承継する。 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】 誤り 

 

≪ポイント≫ 居住用建物の賃貸借の承継 【応用】 

居住の用に供する建物の賃借人が相続人なしに死亡した場合において、その当時婚姻又

は縁組の届出をしていないが、建物の賃借人と事実上夫婦又は養親子と同様の関係にあっ

た同居者があるときは、その同居者は、建物の賃借人の権利義務を承継する。 （借々法 36

条 1 項本文） 

 

 

いわゆる「内縁の妻の建物賃借権」 

⇒ 上記の規定は、相続人がいないときの規定 

 

⇒ 相続人がいれば、相続人が承継する 

 

 


